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特集
令和４年度決算審査
こんなことに使われました！

おしえて！議会定例会って？

2ページ～５ページ

19ページ

写
真
　牛
久
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

牛
久
で
見
つ
け
た
生
き
物
た
ち

牛久自然観察の森に集う写真家のマナー育成のために発
足、その後「自然を愛し自然を大切に」を標語として、野
鳥の写真を主に撮ってきました。
昨今は牛久自然観察
の森以外にも活動を
広げ、写真活動を楽
しんでおります。
一緒に活動する仲間
を募集しています。
奮ってご参加くださ
い。
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決算特別委員会で視察。市執行部より、
施設や利用状況などの説明を受けた。→

令
和
４
年
度
決
算
審
査

特
集

ひたち野リフレプラザ
ひたち野リフレビル2階・３階

ひたち野リフレプラザ
ひたち野リフレビル2階・３階

←市民窓口の様子。窓口は仕切られており、落ち着いて手続きを行えます。

「リフレを維持管理する」　支出済額　９０,８５５,９３２円
　　　

　２階には、市民窓口課の他、ワークスペースや自習スペースに利用でき
るよう、机や椅子が設置されている。また、ソファ席や図書があり窓口の
手続きの待ち合い時に利用できる。３階（スカイスペース）には、有料（時
間帯枠貸出制）の個別ブースがあり、リモートワークや学習に利用できる。
　２階の市民窓口は、平日及び土日（祝日・年末年始他を除く）に開庁
しており、各種証明書の発行や住民票の異動の手続きの他、各種届出の
受付業務などを行っている。（土日に取り扱いのない手続きもあります。
詳細は牛久市ホームページをご覧ください。）

子ども家庭総合支援拠点
保健センター１階

子ども家庭総合支援拠点
保健センター１階

「子ども家庭総合支援拠点を設置する」　支出済額　７,５１５,８０４円

相談室は個室になっており、プライバシー
に配慮されている。２つ設置されている。

　妊娠中の方から１８歳までのお子さんのいる家庭が安心して過ごせるよ
う、子育てに関する相談全般を受け、関係機関と連携し切れ目のないサ
ポートを行う。相談は個室で行う。キッズエ
リアで子どもを遊ばせながら気軽に子育て相
談等をすることもでき、家庭相談員や保健
師が相談に応じている。

（
決
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑
の
内
容
は
４
ペ
ー
ジ
）

１２月１日申請分から
パスポートやマイナン
バーカードの受け取りが
行えるようになります。

新たにひたち野地区に市役所機能を整備

子育て世代が安心して相談できる環境の整備

令和 5 年 11 月 30 日　　牛久市議会だより　　第 116 号（ 2 ）



　決算の審議は、議員１０人で構成する決算特別委員会を設置して１０月１８日、
１９日、２０日の３日間行われた。
　令和４年度の一般会計決算は、令和３年度に実施した子育て世帯や住民税非
課税世帯に対する臨時特別給付金をはじめとする新型コロナウイルス感染症対
策関連事業の減少により歳入が減額となった一方、歳出はふるさと寄附事業の
拡大や住宅用ＬＥＤ照明等買替費用助成事業の実施などにより増額となった。

気になる借金と貯金は？
借金（市債残高）全会計	 → 316 億 6,800 万円
貯金（基金残高）　　　	 → 82 億４，８００万円

監査の報告
　ポストコロナの新しい社会環境の中で、これ
までも直面している社会保障費の増加や公共施
設の老朽化、自然災害の激甚化などに対する課
題に加え、デジタル技術を活用した業務の効率
化や行政サービスの向上は喫緊の課題となった。
　複雑、多様化する行政課題に立ち向かうため、
庁内横断的な協力体制を強化するとともに、限
られた経営資源で最大の効果を発揮できるよう
全庁を挙げた積極的な取り組みを望む。

各会計別決算状況　　　　  　　　（単位：百万円）
歳入 歳出

一般会計 33,263 31,289
国民健康保険 7,497 7,496
介護保険 5,986 5,855
後期高齢 2,192 2,193
青果市場 16 16
合計 48,954 46,849
※百万円未満を端数調整しています。
※下水道会計は除く

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した事業
感染拡大防止 　約１億５,４００万円
　・避難所に感染対策用の備蓄とIP無線機導入
　・市役所庁外でのテレワーク環境整備
　・学校、幼稚園、保育園等への感染対策用の備品
原油価格・物価高騰対応 　約１億８,５００万円
　①事業者への支援　　　

・市内事業者への支援一時金
・ハートフルクーポン券事業のプレミアム分（10％）助成

　　・市内公共交通事業者の燃料費等
　②市民への支援　　　　
・小中学校、幼稚園、保育園の給食食材の高騰分

電力・ガス・食料品等価格高騰支援 　約１億６,９００万円
　・エネルギー費用を軽減するためのLED照明等購入費
　・�障害福祉・介護施設、医療機関、認定農業者、運送事業者の
エネルギー価格高騰支援

特集令和４年度 決算審査
歳入決算332億6,321万円　　歳出312億８，９２７万円　　
実質収支額は17億６，５２１万円

▼

感染拡大防止に加え、令和 4 年度は
コロナ禍における原油価格・物価高
騰対応分、電力・ガス・食料品等価
格高騰支援分を合わせて総額約
５億８７０万円を活用して事業を行いま
した。

議員がチェック

決算特別委員会委員
委員長　　藤田 尚美  
副委員長　遠藤 憲子
委　員　　石原 幸雄　
　　　　　柳井 哲也　
　　　　　杉森 弘之　
　　　　　甲斐 徳之助
　　　　　磯山 和男　
　　　　　伊藤 知子　
　　　　　出澤   大　
　　　　　水梨 伸晃

CHE
CK！
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答 

岡
田
小
と
お
く
の
義
務
教
育
学
校
以
外

は
塗
装
工
事
を
行
っ
た
。
集
約
化
に
つ

い
て
は
、
短
期
間
の
み
使
用
す
る
プ
ー

ル
の
維
持
補
修
費
を
継
続
し
て
確
保
す

る
の
は
難
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
集
約
化
を
行
う
こ
と
を
課
内
で
は

検
討
し
て
い
る
が
、
ど
の
学
校
を
拠
点

に
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
塗
装
工

事
に
よ
り
今
後
４・５
年
は
プ
ー
ル
の
使

用
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
間
に
方
向
性

を
決
定
し
て
い
く
。

お
く
の
義
務
教
育
学
校
一
体
型

校
舎
の
建
設

お
く
の
義
務
教
育
学
校
一
体
型

校
舎
を
建
設
す
る

　
　
　
　
　
６
４
６
８
万
円　

問 

市
民
向
け
事
前
説
明
会
で
の
質
問
や
要

望
の
内
容
は
。

答 

令
和
４
年
６
月
の
説
明
会
に
は
、
保
護

者
と
地
域
住
民
あ
わ
せ
て
23
名
の
出
席

が
あ
り
、
工
事
中
の
騒
音
対
策
や
あ
そ

び
の
広
場
の
芝
生
化
、
体
育
館
の
音
響

設
備
の
改
善
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

騒
音
対
策
に
つ
い
て
は
仮
囲
い
に
よ
り

音
を
軽
減
す
る
こ
と
、
広
場
の
芝
生
化

と
音
響
設
備
の
改
善
は
実
施
し
て
い
く
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

問 

周
知
方
法
と
相
談
室
の
利
用
状
況
は
。

答 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
公
開
に
向

け
て
現
在
作
業
中
で
あ
る
。
本
年
６
月

１
日
の
支
援
拠
点
の
設
置
に
合
わ
せ
、

同
日
発
行
の
広
報
う
し
く
に
よ
り
周
知

を
行
っ
た
ほ
か
、
か
っ
ぱ
メ
ー
ル
に
お

い
て
も
、
こ
ど
も
家
庭
課
が
移
転
す
る

こ
と
と
支
援
拠
点
を
設
置
す
る
こ
と
を

周
知
し
て
い
る
。
利
用
状
況
は
、
６
月

か
ら
８
月
ま
で
に
お
い
て
、
訪
問
や
電

話
に
よ
る
相
談
も
含
め
延
べ
相
談
件
数

が
１
２
５
４
件
で
あ
る
。

ひ
た
ち
の
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ

問 

ひ
た
ち
の
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
市
民
窓
口
の

利
用
状
況
は
。

答 

令
和
５
年
２
月
１
日
の
開
設
か
ら
９
月

末
日
ま
で
の
８
か
月
間
に
お
い
て
、
利

用
者
数
は
延
べ
８
３
８
２
人
で
１
日
平

均
36
・
６
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
３
階

の
有
料
ス
ペ
ー
ス
「
ス
カ
イ
ス
ペ
ー
ス
」

は
延
べ
３
０
４
０
人
で
１
日
平
均
13
・

６
人
、
利
用
率
は
利
用
可
能
枠
数
の

32
・
８
％
で
あ
っ
た
。
２
階
の
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
は
開
庁
日
の
17
時
時
点
で
の

利
用
者
数
の
集
計
で
１
日
平
均
10
・
９

人
で
あ
っ
た
。
当
ス
ペ
ー
ス
は
学
生
の

自
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
利
用
が
多
い
。

牛
久
シ
ャ
ト
ー
を
利
活
用
す
る

　
　
　
　
　
１
億
２
０
６
７
万
円　

問 

牛
久
シ
ャ
ト
ー
利
活
用
の
た
め
の
補
助

金
の
用
途
と
効
果
は
。

答 

２
つ
の
補
助
金
の
う
ち
、
経
営
安
定
化

補
助
金
５
０
０
０
万
円
は
、
ぶ
ど
う
栽

培
及
び
ワ
イ
ン
醸
造
に
要
す
る
経
費
、

牛
久
シ
ャ
ト
ー
管
理
費
の
一
部
、
醸
造

施
設
の
修
繕
に
充
当
。
寄
附
を
財
源
と

し
た
牛
久
シ
ャ
ト
ー
ワ
イ
ン
文
化
復
活

事
業
補
助
金
２
０
０
万
円
は
、
ワ
イ
ン

醸
造
用
タ
ン
ク
の
増
設
に
充
当
。

小
中
学
校
プ
ー
ル
の
維
持
改
修
と
今
後

問 

学
校
プ
ー
ル
施
設
の
維
持
や
集
約
化
に

つ
い
て
は
。

こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
し
た
！
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現在、岡田小と各中学校・おくの義務教育
学校は、ひたち野うしく小学校でプール学
習を実施。学校施設の老朽化対策を効率的
に実施する手段として、集約化や共同利用
なども検討していく。（写真イメージ）

一体型建設事業が令和７年４月の開校を目指し進められている。
令和４年度は実施設計が行われた。今の校舎の長寿命化とともに
敷地の有効活用を図り、１年生から９年生までの義務教育学校の
教育効果に配慮した整備を行っていく。（完成イメージ）

牛
久
シ
ャ
ト
ー
ワ
イ
ン
文
化
復
活
事
業
補
助
金
で

購
入
し
た
ワ
イ
ン
タ
ン
ク
。
増
設
し
た
こ
と
で
製

造
量
が
増
え
、
販
売
の
増
額
に
つ
な
が
っ
た
。



認
可
と
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
認

可
を
来
年
度
取
得
し
、
令
和
７
年
度
か

ら
工
事
を
着
手
す
る
予
定
で
い
る
。

市
営
住
宅
の
計
画

市
営
住
宅
の
建
物
を
維
持
管
理
す
る

　
　
　
　
　
　
４
１
３
８
万
円

問 

今
後
の
市
営
住
宅
の
あ
り
方
は
。

答 

牛
久
市
の
市
営
住
宅
再
構
築
基
本
構
想

と
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
を
作
成
し
、

維
持
管
理
、
再
構
築
の
計
画
を
進
め
て

い
る
。
昨
年
、
神
谷
住
宅
６
号
棟
の
屋

根
外
壁
工
事
、
神
谷
住
宅
と
南
裏
住
宅

の
１
号
棟
か
ら
５
号
棟
の
給
水
ポ
ン
プ

の
改
修
工
事
、
空
き
室
の
工
事
等
を
主

に
行
い
、
住
宅
の
再
構
築
は
、
四
つ
の

木
造
住
宅
地
を
猪
子
住
宅
に
集
約
再
編

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
牛
久
市
下
水
道
事
業
会
計

問 

今
年
度
の
業
務
改
善
、
設
備
の
老
朽
化

対
策
は
。

答 

平
成
21
年
か
ら
下
水
道
使
用
料
の
徴
収

事
務
を
県
南
水
道
企
業
団
の
上
水
道
徴

収
事
務
と
一
元
化
し
て
お
り
、
事
務
経

費
の
削
減
を
図
っ
て
い
る
。
老
朽
化
対

策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
区
域
ご
と
、

ポ
ン
プ
場
ご
と
に
実
施
し
て
い
た
が
、

市
内
全
域
の
下
水
道
管
路
、
ポ
ン
プ
場

を
市
の
公
共
施
設
、
公
共
下
水
道
施
設

と
と
ら
え
て
、
予
防
、
保
全
的
に
修
繕

の
計
画
を
立
て
て
実
施
し
て
い
る
。

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
園

の
ぞ
み
園
と
は
、

　
０
歳
か
ら
就
学
前
の
乳
幼
児
期
の
子
ど

も
の
発
達
や
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
個
別
指
導
や
小
集
団
支
援
の
他
、
訪

問
支
援
や
家
族
向
け
の
勉
強
会
、
季
節
の

行
事
な
ど
を
実
施
。

指
定
管
理
者
に
よ
り
療
育
指
導
す
る

　
　
　
　
　
　
６
５
２
万
２
千
円

問 

市
が
の
ぞ
み
園
に
求
め
て
い
る
役
割
と

運
営
状
況
に
つ
い
て
。

答 

就
学
前
の
障
害
が
あ
る
児
童
の
早
期
療

養
や
訓
練
を
重
点
的
に
行
っ
て
お
り
、

検
診
を
通
じ
て
発
育
に
何
ら
か
の
障
害

が
あ
り
そ
う
な
児
童
を
市
の
保
健
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
ぞ
み
園
に
つ
な
ぎ
、
そ
こ

で
療
育
の
訓
練
を
行
い
、
早
期
療
育
に

努
め
て
い
る
。

運
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

ま
で
は
部
屋
も
足
り
な
い
ほ
ど
利
用
者

も
多
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
民
間
の
児

童
発
達
支
援
事
業
所
が
市
内
に
も
多
く

設
置
さ
れ
て
き
た
こ
と
よ
り
、
適
正
な

運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
を
生
か
し
、

臨
時
的
、
短
期
的
な
就
業
の
提
供
を
行
う

組
織
。
会
員
は
随
時
募
集
。（
牛
久
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
育
成
に
対
し

助
成
す
る　
　
　
　
　
１
３
１
０
万
円

問 

補
助
金
の
使
途
は
？
ま
た
、
ど
の
程
度

の
仕
事
が
あ
る
の
か
。

答 
必
要
な
経
費
に
対
し
て
、
手
数
料
や
事

務
費
で
は
賄
い
き
れ
な
い
部
分
に
充
て

ら
れ
て
い
る
。
平
成
23
年
度
か
ら
毎
年

度
同
額
の
補
助
金
額
と
し
て
い
る
が
、

法
人
の
努
力
に
よ
り
補
助
金
額
を
増
額

し
て
い
な
い
。
受
注
件
数
が
３
年
度
の

１
１
２
６
件
に
対
し
て
４
年
度
は

９
５
１
件
と
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、

就
業
延
べ
人
数
が
３
年
度
は 

２
４
５
７
４
人
に
対
し
て
４
年
度
は

２
５
３
２
２
人
と
増
加
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

ひ
た
ち
野
地
区
宅
地
開
発
事
業

問 

進
捗
状
況
は
。

答 

東
猯
穴
地
区
に
お
い
て
、
今
年
度
中
に

は
市
街
化
区
域
編
入
の
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
組
合
の
設
立

（ 5 ）第 116 号　　牛久市議会だより　　令和 5 年 11 月 30 日

平成 30 年度の牛久市市営
住宅再構築基本構想でのイ
メージ図。現在は入居者よ
り退去者のほうが多く、入
居者も高齢となっている。
今後は単身者や高齢者が入
居しやすい部屋への変更な
ども視野にいれ、来年度以
降基本構想の見直しを検討
していく。

ひたち野うしく中学校の北側に
計画されている宅地開発事業。
地権者組織である準備組合と大
和ハウス工業（株）茨城支店が
基本協定を締結し、今後、国や
県との協議を進めていく。

市内に 44 カ所ある汚水マンホールポンプのなかの大流北
ポンプ室。マンホール内にポンプが２台あり生活排水を圧
送している。今年度は劣化したバルブ等の交換が行われた。
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

　

池辺 己実夫 議員
業務を担う財団法人の必要性は

答弁）ＤＸ推進、職員能力の活用で業務量を削減する

質
問
　

施
設
管
理
運
営
事
業
の
担

い
手
と
し
て
の
公
益
財
団
法
人
の

必
要
性
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
総
合
計
画
に
お
い

て
は
、
民
間
に
任
せ
ら
れ
る
も
の

を
洗
い
出
し
、
適
切
な
方
法
で
民

間
委
託
を
実
施
し
て
い
く
と
し
て

い
る
た
め
、
民
間
委
託
、
指
定
管

理
者
制
度
の
活
用
、
公
設
民
営
方

式
の
導
入
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら

市
政
運
営
を
進
め
て
き
た
が
、
市

の
職
員
が
不
足
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
低
下
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。

　

今
後
も
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
、
民
間

委
託
の
検
討
を
す
る
こ
と
で
業
務

量
の
ス
リ
ム
化
を
目
指
し
、
職
員

の
適
材
適
所
の
配
置
に
よ
り
、
職

員
が
持
つ
能
力
を
最
大
限
に
活
用

し
な
が
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
て
い
く
。

質
問
　

公
益
財
団
法
人
の
設
立
の

考
え
は
あ
る
か
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
業
務
の

効
率
化
を
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
、

公
益
財
団
の
活
用
等
を
含
め
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
的
・
効
率
的

な
提
供
方
法
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

牛
久
市
の
職
員
数

質
問
　

定
員
管
理
上
の
職
員
数
と

総
務
省
の
定
員
モ
デ
ル
は
。

答
弁
　
（
総
務
部
次
長
）
総
務
省
の

第
10
次
定
員
モ
デ
ル
に
よ
る
と
職

員
数
は
３
５
７
人
で
あ
り
、
令
和

５
年
度
に
お
け
る
当
市
の
職
員
数

は
３
５
３
人
な
の
で
総
務
省
の
定

員
モ
デ
ル
と
ほ
ぼ
同
数
と
認
識
し

て
い
る
。

質
問
　

市
が
職
員
の
年
齢
構
成
の

偏
り
の
是
正
を
最
優
先
課
題
と
す

る
理
由
は
。

答
弁
　

長
期
的
に
安
定
し
た
組
織

運
営
の
た
め
に
は
、
年
齢
構
成
を

平
準
化
し
、
定
年
に
よ
る
大
量
退

職
の
弊
害
を
回
避
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

市政を問う！

一般質問
　一般質問とは、牛久市行政全般にわたり、市長（執行機関）に
対し、議員がそれぞれの視点で質問し、執行の状況や将来に対す
る方針等について報告や説明を求めるものです。令和５年第３回
定例会では、19名の議員が一般質問を行いました。
池辺　己実夫 業務を担う財団法人の必要性は
鈴木　勝利 耕作放棄地増加に対する対策は
山本　伸子 学校給食費無償化の財源の確保は
塚原　正彦 図書館起点のデジタル田園都市を
柳井　哲也 人口増加策としてのまちづくりは
加藤　政之 災害を想定した本市の備蓄状況は
杉森　弘之 小中学校給食の無償化
黒木　のぶ子 牛久シャトーの課題解決策は
伊藤　知子 帯状疱疹予防ワクチン助成の考え
藤田　尚美 子どもの医療費無償化の考え

水梨　伸晃 大規模公園を整備してはどうか
伊藤　裕一 市長マニフェストを作成しては
大森　和夫 環境・子育て支援策・市の発展は
遠藤　憲子 加齢性難聴者に補聴器購入の助成を
小松崎　伸 決算の検証と今後の財政運営は
須藤　京子 テナント誘致に優遇措置の創設を
髙嶋　基樹 被災農業者への窓口対応はどうか
磯山　和男 増える自然災害への防災姿勢は
出澤　　大 財政調整基金が見込みより増加した理由は



鈴木 勝利 議員

山本 伸子 議員

耕作放棄地増加に対する対策は

学校給食費無償化の財源の確保は

答弁）農地の集積・集約化、新規参入促進を実施

答弁）来年度予算編成の中で財源を見極めていく

質
問
　

耕
作
放
棄
地
増
加
に
対
す

る
対
策
は
。

答
弁
　
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊

休
農
地
等
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
を
実
施
し
て
い

る
。質

問
　

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
再
生
可
能
で
あ
る

耕
作
放
棄
地
は
、
農
地
中
間
管
理

機
構
へ
の
貸
付
や
担
い
手
へ
の
権

利
移
転
を
誘
導
す
る
よ
う
推
進
し

て
い
く
。
一
方
で
、
再
生
利
用
が

困
難
で
あ
る
農
地
は
、
非
農
地
判

断
を
行
い
、
農
地
以
外
の
用
途
で

の
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
。

そ
の
子
に
合
わ
せ
た

　
　
　
不
登
校
支
援
を

質
問
　

児
童
生
徒
・
保
護
者
が
感

じ
る
「
相
談
の
し
づ
ら
さ
」
等
の

改
善
方
法
は
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
自
分

の
思
い
を
表
現
し
や
す
い
相
手
を

選
ん
で
相
談
で
き
る
よ
う
に
、
現

在
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
を
行
っ

て
い
る
。
市
の
相
談
窓
口
、
県
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
相
談
窓
口
、
不
登
校

の
保
護
者
の
会
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
や
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
等
の
民
間

施
設
、
夜
間
中
学
に
つ
い
て
紹
介

す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問
　

仮
想
空
間
「
メ
タ
バ
ー
ス
」

を
活
用
し
た
不
登
校
支
援
に
対
す

る
考
え
は
。

答
弁
　

子
ど
も
が
ア
バ
タ
ー
と

な
っ
て
メ
タ
バ
ー
ス
上
の
学
校
に

登
校
し
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習

し
た
り
、
ア
バ
タ
ー
の
教
師
や
仲

間
と
交
流
し
た
り
す
る
経
験
は
、

家
か
ら
出
る
こ
と
が
難
し
い
子
ど

も
に
と
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。

現
段
階
で
は
ハ
ー
ド
面
の
課
題
も

あ
る
た
め
、
学
校
に
よ
る
Ａ
Ｉ
ド

リ
ル
等
を
活
用
し
た
支
援
、
専
門

家
や
関
係
機
関
と
の
連
携
、
多
様

な
学
び
の
場
の
周
知
等
を
進
め
て

い
く
。

質
問
　

学
校
給
食
の
運
営
に
は
各

校
で
調
理
を
す
る
自
校
方
式
と
給

食
セ
ン
タ
ー
で
一
括
で
調
理
し
配

送
す
る
セ
ン
タ
ー
方
式
が
あ
る
が
、

牛
久
市
が
自
校
方
式
を
採
用
し
た

理
由
は
。

答
弁
　
（
教
育
部
長
）
各
校
で
調
理

し
提
供
す
る
こ
と
は
、
児
童
生
徒

の
食
育
に
つ
な
が
る
。
ま
た
各
校

に
栄
養
教
諭
や
栄
養
士
を
配
置
す

る
こ
と
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
も

き
め
細
か
く
対
応
し
、
災
害
時
に

は
調
理
場
と
し
て
の
活
用
も
可
能

で
あ
る
。

質
問
　

自
校
方
式
は
食
育
の
観
点

か
ら
優
れ
て
い
る
一
方
で
コ
ス
ト

が
か
か
る
。
年
間
５
億
円
の
運
営

費
が
か
か
っ
て
い
る
が
、
更
に
無

償
化
と
な

る
と
食
材

費
の
約

４
億
円
の

安
定
的
な

財
源
の
目

途
は
あ
る

の
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
予
算
編
成
で
歳
入

面
の
経
常
的
な
収
入
の
動
向
を
見

極
め
、
歳
出
面
で
は
事
業
の
見
直

し
を
図
り
、
事
業
を
取
捨
選
択
し

財
源
を
確
保
す
る
。

介
護
保
険
の
福
祉
用
具

購
入
と
住
宅
改
修
制
度

　
　
　
　
　
の
改
善
を

質
問
　

福
祉
用
具
購
入
や
住
宅
改

修
の
費
用
は
利
用
者
が
自
己
負
担

額
の
み
を
支
払
う
受
領
委
任
払
い

と
、
一
旦
全
額
を
支
払
い
あ
と
で

給
付
分
を
市
か
ら
受
け
取
る
償
還

払
い
が
あ
る
。
利
用
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
受
領
委
任
払
い
は
よ
い

制
度
だ
が
牛
久
市
は
市
内
事
業
者

に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
市
外

や
県
外
ま
で
広
く
事
業
者
を
選
べ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
当
事
者
の
視
点
に
た
っ
て

よ
り
多
く
の
な
か
か
ら
選
べ
る
よ

う
改
善
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
市
内

に
限
ら
れ
て
い
る
理
由
は
明
確
な

も
の
は
な
く
、
地
場
産
業
の
育
成

と
認
識
す
る
。
介
護
保
険
で
は
償

還
払
い
が
原
則
で
あ
る
が
、
自
治

体
に
よ
り
様
々
で
あ
る
た
め
検
討

し
て
い
く
。

（ 7 ）第 116 号　　牛久市議会だより　　令和 5 年 11 月 30 日

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

　

　

出来立ての給食が何よりのごちそう
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

塚原 正彦 議員

柳井 哲也 議員

図書館起点のデジタル田園都市を

人口増加策としてのまちづくりは

答弁）新しい視点で地域社会のデジタル化の促進を

答弁）エスカードの解決と東猯穴地区の宅地化から

質
問
　

政
府
が
推
進
す
る
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
は
、
地
域
の
個
性
を

い
か
し
た
新
し
い
富
の
創
出
を
め

ざ
し
て
い
る
。

　

自
然
と
文
化
資
源
に
恵
ま
れ
、

生
活
情
報
が
集
積
す
る
本
市
は
、

そ
の
理
想
モ
デ
ル
を
展
開
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
と
リ
ン
ク
し
た
図
書

館
は
、
時
空
を
超
え
て
つ
な
が
る

魔
法
の
舞
台
に
進
化
し
、
ま
ち
づ

く
り
の
中
核
施
設
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
図
書
館

で
住
民
票
の
登
録
が
行
わ
れ
、
起

業
や
芸
術
支
援
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ソ
ウ
ル
市

は
、
歴
史
的
建
造
物
の
市
庁
舎
を

図
書
館
に
改
装
し
、
新
し
い
市
役

所
の
可
能
性
を
提
示
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
の
成
功
例
を

参
考
に
、
図
書
館
を
起
点
に
し
た

独
自
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
の
展

開
を
提
案
す
る
が
市
の
見
解
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
本
市
は
、
令
和
４

年
４
月
に
「
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
」

を
立
ち
あ
げ
、「
牛
久
市
デ
ジ
タ
ル

推
進
課
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成

し
、
本
年
６
月
に
デ
ジ
タ
ル
推
進

本
部
を
設
置
、
庁
内
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
検
討
に
着
手
し
た
。

　

地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
促

進
に
つ
い
て
は
取
り
組
め
て
い
な

い
の
が
現
状
で
、
今
後
デ
ジ
タ
ル

推
進
課
事
業
本
部
等
に
お
い
て
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　

本
市
は
県
南
地
区
で
基
準

地
価
の
上
昇
し
て
い
る
珍
し
い
地

域
で
あ
る
。
そ
ん
な
魅
力
あ
る
ま

ち
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
口
は
減
少

し
て
い
る
。
抜
本
的
で
効
果
的
な

対
策
は
。

答
弁
　
（
建
設
部
次
長
）
牛
久
駅
周

辺
で
は
今
年
度
公
衆
ト
イ
レ
を
設

置
す
る
と
共
に
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久

ビ
ル
の
空
き
床
解
消
の
た
め
公
共

的
利
活
用
等
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　

ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
周
辺

は
東
西
と
も
基
準
地
価
が
昨
年
比

坪
９
９
０
０
円
上
昇
し
て
い
る
。

東
猯
穴
地
区
宅
地
化
の
進
行
状
況

は
。答

弁
　
（
市
長)

宅
地
需
要
に
対
応

す
る
た
め
ひ
た
ち
野
う
し
く
中
学

校
の
北
側
隣
接
地
約
10
・
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
区
域
に
お
い
て
組
合
施

行
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
を

計
画
し
て
お
り
、
来
年
度
に
は
事

業
認
可
を
取
得
し
た
い
。

牛
久
市
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
　
の
活
動
は

質
問
　

活
動
内
容
は
。

答
弁
　
（
市
民
部
次
長
）
国
際
交
流

で
は
視
野
の
広
い
国
際
感
覚
と
郷

土
愛
に
満
ち
た
人
間
性
を
育
む
目

的
で
、
次
代
を
担
う
青
少
年
に
姉

妹
都
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
を
コ
ロ
ナ
禍

前
ま
で
隔
年
で
や
っ
て
来
た
。
カ

ナ
ダ
の
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市
へ
の

派
遣
事
業
に
参
加
し
た
中
高
生
は
、

慣
れ
な
い
英
語
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
、
異
文
化
を
肌
で
感
じ
貴
重

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

国
内
交
流
で
は
、
常
陸
太
田
市
、

宮
城
県
色
麻
町
と
も
沢
山
の
自
然

が
残
さ
れ
て
お
り
、
本
市
と
は
趣

を
異
に
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
も
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
き
た
い
。

市のシンボルになっているソウル市図書館
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

加藤 政之 議員

杉森 弘之 議員

災害を想定した本市の備蓄状況は

小中学校給食の無償化

答弁）災害に対応できる十分な備蓄を行っている

答弁）早期実現できるよう前向きに検討

質
問
　

近
年
、
全
国
各
地
で
様
々

な
災
害
が
発
生
し
て
い
る
が
、
災

害
が
少
な
い
本
市
で
も
、
災
害
と

は
無
関
係
で
な
い
状
況
の
中
、
本

市
の
避
難
所
に
お
け
る
食
料
、
水
、

そ
の
他
の
備
蓄
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

答
弁
　
（
市
民
部
長
）
ア
ル
フ
ァ
米

を
始
め
と
し
、
麺
類
、
ベ
ビ
ー
フ
ー

ド
等
備
蓄
し
て
い
る
。
食
料
以
外

で
は
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
毛
布
、

消
毒
液
等
の
感
染
症
対
策
用
品
、

テ
ン
ト
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

多
種
多
様
な
も
の
を
備
蓄
し
て
い

る
。質

問
　

災
害
時
の
備
蓄
量
は
、
全

市
民
の
何
割
が
避
難
す
る
と
い
う

想
定
で
組
ま
れ
て
い
る
か
。

答
弁
　

茨
城
県
公
表
の
、「
茨
城
県

地
震
被
害
想
定
調
査
報
告
書
」
で

は
、
牛
久
市
の
避
難
者
数
は
、
被

災
当
日
で
約
５
５
０
０
人
、
約 

６・
５
％
が
避
難
す
る
想
定
を
し
て

い
る
。

質
問
　

約
５
５
０
０
人
、
約 

６・
５
％
が
避
難
し
て
、
何
日
分
の

備
蓄
量
に
な
る
か
。

答
弁
　

約
２・
５
日
分
。
ご
家
庭
で

お
願
い
し
て
い
る
備
蓄
の
最
低
３

日
分
を
合
わ
せ
る
と
約
５・
５
日
分
。

過
去
の
災
害
事
例
を
踏
ま
え
て
も
、

現
在
の
備
蓄
量
で
充
分
だ
と
考
え

て
い
る
。

新
市
長
の
基
本
政
策

６
つ
の
柱
の
移
住
政
策

質
問
　

市
内
外
へ
の
本
市
の
ア

ピ
ー
ル
を
今
後
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
か
。

答
弁
　
（
市
長
）「
牛
久
の
日
」
や

牛
久
シ
ャ
ト
ー
で
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
様
々
な
所
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実

施
し
て
き
た
。
今
後
は
、
市
長
自

身
が
広
告
塔
と
な
り
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
う
こ
と
で
、
本
市
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
く
。

質
問
　

牛
久
市
の
公
立
学
校
給
食

費
の
保
護
者
の
年
間
負
担
額
は
実

費
（
11
カ
月
分
）
で
、
小
学
校
が

４
万
７
５
２
０
円
、
中
学
校
が

５
万
１
５
９
０
円
と
、
約
５
万
円

で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
子
ど
も
が
１
人
の
場
合
で

あ
っ
て
、
２
人
の
場
合
は
10
万
円
、

３
人
の
場
合
は
15
万
円
と
な
り
、

給
食
費
は
保
護
者
に
と
っ
て
、
重

い
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で

は
、
子
ど
も
の
７
人
に
１
人
が
貧

困
状
態
に
あ
り
、
一
刻
も
早
い
無

償
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
早
期
実
現
で
き
る

よ
う
に

財
源
の

確
保
に

向
け
前

向
き
に

検
討
し

て
い
く
。

高
齢
者
の
所
得
と
住
ま
い

質
問
　

持
ち
家
あ
る
い
は
賃
貸
等
の

「一般
住
宅
」
の
他
に
、
家
屋
の
状
況
、

家
族
の
状
況
等
の
理
由
に
よ
り
、
一

般
住
宅
で
の
生
活
が
難
し
い
高
齢
者

に
対
し
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
、「
高
齢
者

向
け
住
ま
い
」
を
確
保
す
る
と
い
う

が
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
年
収
の

状
況
を
聞
く
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
１
０
０ 

万
円
未
満
が
60
％
、
１
０
０
万
円
以

上
２
０
０
万
円
未
満
が
23
％
で
あ
る
。

質
問
　

経
済
的
な
理
由
等
で
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
を
希
望

し
て
も
入
れ
な
い
、
要
介
護
３
以
上

の
待
機
者
は
い
ま
何
人
く
ら
い
か
。

答
弁
　

本
年
４
月
１
日
現
在
で
96
人
。

長
時
間
労
働
と
非
常
勤
職
員

質
問
　

牛
久
市
は
職
員
数
が
慢
性

的
に
不
足
し
て
い
る
た
め
、
長
時
間

労
働
が
続
い
て
い
る
が
、
法
定
上
限

の
月
45
時
間
以
上
と
、
過
労
死
ラ
イ

ン
の
月
80
時
間
以
上
の
職
員
数
は
。

答
弁
　
（
総
務
部
次
長
）
本
年
度
で

月
45
時
間
以
上
が
１
７
０
人
、
過

労
死
ラ
イ
ン
の
月
80
時
間
以
上
が

42
人
で
あ
る
。

質
問
　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
勤

勉
手
当
を
支
給
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　

来
年
度
か
ら
の
支
給
を
検

討
し
て
い
る
。

「牛久の日」給食、牛久市の
給食は安心でおいしい自校
方式です。牛久市 HP より
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

伊藤 知子 議員
帯状疱疹予防ワクチン助成の考え

答弁）定期接種の実施体制を整えたのち、検討する。

質
問
　

ワ
ク
チ
ン
助
成
に
つ
い
て
、

市
医
師
会
と
、
ど
の
よ
う
な
相
談

を
さ
れ
た
の
か
等
、
本
市
に
お
い

て
の
進
捗
を
伺
う
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
長
）
新
型
コ

ロ
ナ
へ
の
対
応
で
、
医
療
機
関
の

負
担
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
ず
、
医

師
会
と
の
調
整
に
は
進
展
が
な
い
。

調
査
研
究
と
し
て
は
、
厚
生
科
学

審
議
会
の
動
向
確
認
と
、
全
国
に

お
け
る
帯
状
疱
疹
罹
患
率
の
推
移

調
査
、
助
成
を
開
始
し
た
県
内
４

市
町
村
と
実
施
予
定
の
２
市
町
へ

の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

質
問
　

啓
発
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

答
弁
　

市
で
は
現
在
、
他
市
町
村

等
を
参
考
に
帯
状
疱
疹
に
関
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
中
で
あ
り
、

11
月
掲
載
を
目
指
し
て
い
る
。

質
問
　

半
額
助
成
を
導
入
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、
定
期
接
種
の
実
施
体
制

を
整
え
た
の
ち
、
速
や
か
に
助
成

開
始
が
で
き
る
よ
う
対
象
者
や
助

成
額
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

努
力
義
務
化
へ
の
取
り
組
み

質
問
　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
習
慣

化
に
向
け
て
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
啓
発
活
動
と
し
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
広
報
う

し
く
へ
記
事
を
掲
載
し
た
。
牛
久

警
察
署
や
交
通
安
全
団
体
と
協
力

し
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
呼
び

か
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
必
要
性
を
伝

え
て
い
る
。

質
問
　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
助
成

制
度
導
入
へ
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
　
（
市
民
部
次
長
）
県
内
で
購

入
補
助
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
自
治
体
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
普
及
状
況
な
ど
を
調

査
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

　

黒木 のぶ子 議員
牛久シャトーの課題解決策は

答弁）牛久市の発展を担う重要拠点として整備する

質
問
　

市
民
の
大
切
な
牛
久
シ
ャ

ト
ー
は
重
要
文
化
財
と
し
て
、
ま

た
日
本
遺
産
と
し
て
十
分
に
観
光

振
興
策
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

う
ま
く
運
営
す
れ
ば
、
地
域
の
賑

わ
い
や
交
流
促
進
、
活
性
化
が
図

ら
れ
る
が
、
今
後
の
運
営
体
制
の

考
え
方
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
市
の
シ

ン
ボ
ル
の
牛
久
シ
ャ
ト
ー
を
「
市

外
か
ら
の
人
を
呼
び
込
む
拠
点
」

「
公
園
の
よ
う
に
牛
久
市
民
が
憩
え

る
拠
点
」「
牛
久
市
を
全
国
に
発
信

す
る
広
告
塔
」
と
し
て
活
用
し
、

市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い

く
。国

民
健
康
保
険
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

質
問
　

65
歳
以
上
の
国
保
税
と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
税
が
高
い
こ

と
か
ら
滞
納
と
な
り
、
無
保
険
者

に
な
っ
た
人
数
と
短
期
保
険
証
者

数
は
、
ま
た
保
険
税
の
負
担
割
合

は
ど
う
か
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
社
会

保
険
の
資
格
喪
失
を
し
た
の
ち
国

保
へ
の
加
入
手
続
き
を
し
な
い
場

合
に
無
保
険
者
と
な
る
が
、
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。
短
期
保
険
証

者
数
は
国
保
で
令
和
３
年
度

５
０
３
世
帯
、
４
年
度
４
１
０
世

帯
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
令

和
３
年
度
95
件
、
４
年
度
64
件
で

あ
る
。

　

国
保
税
の
算
定
は
世
帯
の
所
得

に
応
じ
た
所
得
割
と
世
帯
の
人
数

で
の
均
等
割
と
な
っ
て
い
る
。
具

体
的
な
例
と
し
て
、
現
役
世
代
で

夫
の
給
与
収
入
５
０
０
万
円
、
妻

が
１
１
５
万
円
、
子
供
が
２
人
の

４
人
世
帯
の
場
合
、
年
税
額
は

40
万
９
千
円
で
負
担
割
合
は 

６・
６
５
％
、
年
金
受
給
世
帯
で
は

年
金
収
入
１
６
０
万
円
の
夫
と

１
１
０
万
円
の
妻
の
２
人
の
場
合
、

年
税
額
は
２
万
２
９
０
０
円
で
負

担
割
合
は
０・
８
５
％
で
あ
る
。
軽

減
措
置
に
よ
り
所
得
が
低
い
方
へ

の
経
済
的
負
担
に
配
慮
さ
れ
て
い

る
。
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

藤田 尚美 議員

水梨  伸晃 議員

子どもの医療費無償化の考え

大規模公園を整備してはどうか

答弁）実施時期は未定だが、早期実現に向け取り組む。

答弁）既存施設の修繕や改修等を優先して実施する

質
問
　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制

度
は
、
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
病

院
や
調
剤
薬
局
な
ど
を
受
診
し
た

際
に
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
を

助
成
す
る
制
度
で
あ
る
。
医
療
機

関
ご
と
に
月
２
回
ま
で
１
２
０
０

円
が
必
要
で
あ
る
が
子
育
て
家
族

か
ら
こ
の
医
療
費
が
家
計
を
圧
迫

し
て
い
る
と
の
切
実
な
声
が
届
い

て
い
る
。
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
の
見
直
し
を
考
え
る
べ
き
だ

が
所
見
を
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
自
己
負
担
金
全
て

を
市
の
公
費
負
担
と
す
る
こ
と
で

子
ど
も
の
医
療
費
ゼ
ロ
と
す
る
こ

と
は
、
私
の
公
約
の
ひ
と
つ
だ
が
、

完
全
無
償
化
を
実
施
し
た
場
合
、

直
近
の
試
算
で
は
扶
助
費
だ
け
で

約
６
６
０
０
万
円
増
と
な
る
。

　

ま
た
、
予
算
以
外
に
も
シ
ス
テ

ム
改
修
新
た
に
発
生
す
る
事
務
に

対
応
す
る
人
員
確
保
等
、
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
複
数

あ
り
、
具
体
的
な
課
題
解
決
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の

音
声
コ
ー
ド
の
利
用
促
進
を

質
問
　

何
ら
か
の
事
情
で
文
字
が

見
え
な
い
、
見
え
に
く
い
、
読
み

に
く
い
方
々
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
支
援
を
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
長
）
支
援
と

し
て
、
点
字
広
報
や
声
の
広
報
の

配
布
を
行
っ
て
い
る
。
他
に
は
外

出
時
の
同
行
援
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
。質

問
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
よ
り
読

み
取
り
が
で
き
る
ユ
ニ
ボ
イ
ス
の

普
及
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
音
声
コ
ー
ド
の
利

用
状
況
や
課
題
等
に
つ
い
て
庁
内

及
び
県
や
他
市
町
村
の
動
向
や
市

民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
文
字
情

報
の
提
供
方
法
が
生
活
の
質
の
向

上
に
つ
な
が
る
の
か
調
査
研
究
し

て
い
く
。

質
問
　

子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
た
め

近
隣
市
町
村
の
公
園
ま
で
連
れ
て

い
く
話
を
よ
く
耳
に
し
、
子
育
て

世
代
の
方
々
か
ら
大
規
模
な
公
園

整
備
の
要
望
が
多
数
あ
る
。

　

近
年
、
障
が
い
等
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
パ
ー
ク
が
日
本
で

も
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
パ
ー
ク
は
車
い
す
を
使
用
す

る
人
や
移
動
に
制
約
が
あ
る
人
々

に
対
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ア
ク

セ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
身

体
的
な
運
動
を
楽
し
む
エ
リ
ア
、

感
覚
刺
激
を
提
供
す
る
エ
リ
ア
、

知
的
な
挑
戦
を
促
す
エ
リ
ア
な
ど

の
多
様
な
遊
び
場
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
豊
富
な
遊
具
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
異
な
る
能
力
や
背
景
を
持
つ

人
々
が
集
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
合
い
社
会
的
な
結

束
を
促
進
し
、
包
括
的
な
社
会
を

推
進
す
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
公
園
を
奥
野
地
区
に

設
け
れ
ば
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に

も
つ
な
が
り
有
用
と
考
え
る
が
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
パ
ー
ク
整
備
に

つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
　
（
建
設
部
次
長
）
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
な
公
園
は
、
公
園
の
あ

り
方
と
し
て
と
て
も
大
切
な
考
え

方
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
市
内
の

大
半
の
公
園
が
整
備
さ
れ
て
か
ら

30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
た
め
、

ま
ず
は
既
存
施
設
の
修
繕
や
改
修

等
を
優
先
し
て
実
施
し
て
い
く
。

市
長
の
退
職
金
は

質
問
　

市
長
の
退
職
金
を
ゼ
ロ
に

す
る
考
え
は
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
長
）
退
職
金
の

廃
止
や
減
額
に
よ
り
、
新
た
な
財

源
を
生
み
出
す
の
で
は
な
く
、
事

業
の
見
直
し
に
よ
る
財
源
に
よ
り
、

目
の
前
に
あ
る
課
題
を
克
服
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
最

優
先
と
考
え
て
い
る
。

音声コード Uni-
Voice（ユニボイス )
二次元コードにスマホ
をかざすだけで、印刷
物の内容を読み上げて
くれるアプリ
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

伊藤 裕一 議員

大森  和夫 議員

市長マニフェストを作成しては

環境・子育て支援等、市の今後は

答弁）作成予定はないが、各計画に公約を反映

答弁）予算と財政で判断、市民の声を聴き政策を進めていく

質
問
　

総
合
計
画
等
の
諸
計
画
に

市
長
の
公
約
を
反
映
し
、
伊
丹
市

や
つ
く
ば
市
で
事
例
が
あ
る
。
行

政
と
し
て
の
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

を
作
成
、
達
成
状
況
を
検
証
し
て

は
い
か
が
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
総
合
計
画
改
定
の

協
議
を
進
め
、
掲
げ
た
政
策
を
反

映
す
る
。
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

つ
い
て
は
作
成
を
予
定
し
て
い
な

い
が
公
約
を
各
計
画
に
反
映
し
て

い
く
。

質
問
　

政
策
を
早
期
実
現
す
る
た

め
に
予
算
の
執
行
停
止
や
補
正
予

算
提
出
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
必
要

の
な
い
予
算
計
上
は
行
っ
て
い
な

い
の
で
、
予
算
執
行
停
止
は
考
え

て
い
な
い
。
必
要
が
生
じ
る
際
に

は
当
初
予
算
、
補
正
予
算
編
成
で

対
応
す
る
。

牛
久
シ
ャ
ト
ー
の

　
　
　
　
　
施
設
貸
出

質
問
　

牛
久
シ
ャ
ト
ー
を
選
挙
事

務
所
と
し
て
貸
し
出
し
た
際
の
手

続
き
や
市
の
関
与
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
民
間

企
業
と
当
該
個
人
の
商
取
引
と
承

知
し
て
い
る
。
牛
久
シ
ャ
ト
ー（
株
）

か
ら
転
賃
申
し
入
れ
が
あ
り
、
違

法
性
が
な
い
こ
と
や
過
去
に
も
政

治
団
体
に
よ
る
利
用
が
な
さ
れ
て

き
た
こ
と
か
ら
「
本
転
賃
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
回
答
し

て
い
る
。

質
問
　

牛
久
シ
ャ
ト
ー
の
施
設
貸

し
出
し
基
準
は
あ
る
の
か
。

答
弁
　

暴
力
団
及
び
公
序
良
俗
に

反
す
る
団
体
等
を
除
い
て
は
、
事

業
者
を
制
限
す
る
規
定
は
な
い
。

質
問
　

今
後
、
様
々
な
政
党
、
政

治
団
体
か
ら
利
用
希
望
が
出
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
公
平
に
貸

し
出
し
を
認
め
る
の
か
。

答
弁
　

牛
久
市
と
し
て
は
、
賃
貸

借
契
約
や
関
係
法
令
に
違
反
し
な

け
れ
ば
、
特
段
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
。

質
問
　

職
員
の
定
数
不
足
職
員
定

数
な
ど
に
つ
い
て
は
。

答
弁
　
（
総
務
部
次
長
）
77
名
不
足
。

十
分
な
人
員
と
優
秀
な
人
材
の
確

保
に
努
め
る
。

質
問
　

雨
水
タ
ン
ク
の
設
置
助
成

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
補
助
の

必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
の

実
現
は
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
財
源

の
確
保
を
検
討
す
る
。

質
問
　

18
歳
未
満
の
医
療
費
無
償

化
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
早
期

実
現
に
向
け
と
り
く
ん
で
い
く
。

質
問
　

牛
久
消
防
署
の
建
て
替
え

は
。答

弁
　
（
市
民
部
長
）
消
防
本
部
と

時
期
や
建
設
予
定
地
の
選
定
協
議

等
継
続
し
て
い
く
。

質
問
　

税
収
増
・
人
口
増
の
政
策
・

方
針
の
考
え
は
。

　

例
と
し
て
農
家
直
売
所
、
牛
久

沼
の
レ
ジ
ャ
ー
化
・
道
の
駅
を
作

り
休
憩
・
情
報
発
信
・
地
域
の
連

携
機
能
を
生
か
す
取
り
組
み
。

　

ま
た
、
転
入
者
や
企
業
を
呼
び

込
み
、
税
収
の
増
加
を
図
る
。
観

光
客
を
呼
び
込
み
購
入
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
飲
食
店
・
牛
久
シ
ャ

ト
ー
の
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
と
、

結
果
税
収
が
増
え
る
。

　

財
政
調
整
基
金
35
億
円
、
予
備

費
が
５
０
０
０
万
円
か
ら
先
行
投

資
を
し
て
、
税
収
増
加
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
が
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
適
正
政

策
を
立
案
し
行
政
運
営
を
遂
行
す

る
。答

弁
　
（
市
長
）
市
民
の
声
を
聴
き

政
策
を
進
め
て
い
く
。

つくば市「市長公約事
業のロードマップ」
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

遠藤 憲子 議員

小松崎 伸 議員

加齢性難聴者に補聴器購入の助成を

決算の検証と今後の財政運営は

答弁）難聴の確認方法や補聴器の有効使用の方法など調査研究していく

答弁）持続可能な財政基盤を構築していく

質
問
　

補
聴
器
購
入
助
成
に
対
す

る
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
難
聴

者
へ
の
支
援
に
は
補
聴
器
購
入
だ

け
で
な
く
様
々
な
検
討
が
必
要
と

な
る
。
医
療
の
見
落
と
し
が
な
い

よ
う
に
加
齢
性
難
聴
の
確
認
方
法
、

聴
力
の
基
準
、
聴
覚
障
が
い
と
の

区
別
な
ど
で
あ
る
。

質
問
　

介
護
認
定
の
申
請
時
に
聴

力
調
査
の
項
目
は
あ
る
か
。

答
弁
　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
対
面

で
聞
こ
え
の
聞
き
取
り
を
す
る
項

目
は
あ
る
。

住
井
す
ゑ
文
学
館
の

　
　
　
　
　
整
備
拡
充

質
問
　

整
備
拡
充
は
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
令
和

４
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
東
海
大

学
文
学
部
と
の
共
同
調
査
や
外
部

の
研
究
費
を
活
用
し
た
研
究
が
可

能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
多
数
の

資
料
の
確
認
や
全
容
把
握
が
課
題

で
あ
る
。
文
学
館
の
限
ら
れ
た
展

示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
資
料
も
制
約

を
受
け
る
た
め
に
特
別
展
示
も
限

定
的
と
な
り
、
既
存
施
設
な
ど
の

活
用
も
検
討
し
て
い
く
。

教
職
員
の
時
間
外
勤
務

の
実
態
は

質
問
　

公
立
小
中
・
義
務
教
育
学

校
の
時
間
外
勤
務
の
実
態
と
改
善

は
。答

弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
タ
イ

ム
カ
ー
ド
に
よ
り
勤
務
時
間
の
報

告
を
受
け
て
お
り
、
教
職
員
１
人

当
た
り
の
時
間
外
勤
務
は
、
令
和

元
年
度
が
46
時
間
59
分
な
ど
45
時

間
を
超
え
る
時
間
外
勤
務
が
令
和

３
年
度
ま
で
あ
っ
た
が
、
令
和
４

年
度
は
38
時
間
13
分
と
減
少
傾
向

で
あ
る
。
削
減
に
向
け
た
取
り
組

み
で
は
、
登
下
校
の
見
守
り
、
部

活
動
の
実
施
日
を
減
ら
す
、
部
活

動
指
導
員
の
活
用
や
複
数
顧
問
制

に
す
る
な
ど
で
あ
る
。

質
問
　

市
町
村
の
規
模
に
応
じ
交

付
さ
れ
る
税
で
あ
る
地
方
交
付
税

の
割
合
が
拡
大
し
て
い
る
が
、
市

の
所
見
を
伺
う
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
財
政

力
指
数
が
引
き
下
が
っ
た
こ
と
や

臨
時
経
済
対
策
費
が
創
設
さ
れ
、

追
加
交
付
さ
れ
た
こ
と
等
が
増
加

の
要
因
で
あ
る
。

質
問
　

歳
出
で
は
扶
助
費
が
前
年

比
12
億
３
６
０
０
万
円
減
少
と

な
っ
て
い
る
が
。

答
弁
　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
、
生
活
扶
助
費
や
児
童

手
当
の
減
額
に
よ
る
。

質
問
　

公
債
費
が
前
年
比
４
億 

６
２
０
０
万
円
増
加
し
た
要
因
は
。

答
弁
　

繰
上
償
還
を
実
施
し
た
こ

と
に
加
え
、
借
入
債
等
の
元
金
償

還
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

質
問
　

単
年
度
収
支
で
、
３
億 

９
２
０
０
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た

が
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

答
弁
　

令
和
３
年
度
の
実
質
収
支

額
が
21
億
５
７
０
０
万
円
と
過
去

最
大
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
財
政
調

整
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
執

行
で
き
た
こ
と
に
よ
る
。

質
問
　

人
口
減
少
の
中
で
、
今
後

の
一
般
財
源
確
保
は
。

答
弁
　

国
、
県
補
助
金
の
活
用
は

も
と
よ
り
、
ふ
る
さ
と
寄
附
に
よ

り
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
　

現
在
の
物
価
高
へ
の
財
政

的
対
応
は
。

答
弁
　

福
祉
、
医
療
施
設
、
認
定

農
業
者
、
運
送
事
業
者
に
対
す
る

支
援
を
引
続
き
実
施
す
る
。

質
問
　

今
後
、
目
指
す
べ
き
地
方

財
政
の
あ
り
方
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
自
主
財
源
の
確
保

が
重
要
で
あ
り
、
事
業
の
取
捨
選

択
を
実
施
し
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
進
め

て
い
く
。

　

住井すゑ文学館
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

須藤 京子 議員

髙嶋 基樹 議員

テナント誘致に優遇措置の創設を

被災農業者への窓口対応はどうか

答弁）誘致を加速させるため市独自の制度を行う

答弁）生産者が窓口を認識できるよう努めていく

質
問
　

エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
ビ
ル
を

管
理
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
牛
久

都
市
開
発
株
式
会
社
が
果
た
す
社

会
的
意
義
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
設
立
か

ら
約
40
年
が
経
過
し
た
が
、
牛
久

駅
前
中
心
市
街
地
の
安
全
で
快
適

な
都
市
環
境
の
維
持
と
活
性
化
が

第
一
義
で
あ
る
。

質
問
　

市
が
同
社
へ
行
っ
た
４
億

円
貸
付
の
償
還
状
況
は
。

答
弁
　

計
画
ど
お
り
に
償
還
さ
れ

て
い
る
。

質
問
　

決
算
で
は
不
動
産
賃
貸
業

収
入
が
減
収
し
て
い
る
が
。

答
弁
　

４
年
度
に
は
１
階
の
店
舗

が
撤
退
、
減
収
と
な
っ
た
。

質
問
　

同
社
は
非
物
販
店
も
含
め

た
幅
広
い
リ
ー
シ
ン
グ
活
動
を
進

め
る
と
し
て
い
る
が
、
誘
致
状
況
は
。

答
弁
　

テ
ナ
ン
ト
誘
致
は
民
間
の

リ
ー
シ
ン
グ
企
業
に
委
託
を
行
い
、

物
販
店
、
飲
食
事
業
者
、
屋
内
遊

技
場
や
事
務
所
利
用
な
ど
業
種
・

業
態
等
に
制
限
を
設
け
ず
誘
致
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
協
議
を
重
ね

た
事
業
者
が
い
た
が
、
様
々
な
理

由
で
出
店
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

質
問
　

様
々
な
理
由
と
は
何
か
。

出
店
し
や
す
い
よ
う
優
遇
装
置
を

講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
（
市
長
）
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久

ビ
ル
へ
の
誘
致
に
は
、
県
議
会
議

員
時
代
に
県
に
対
し
働
き
か
け
を

行
っ
た
が
、
成
立
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
最
終
候
補
地
の
他
市
に
は
補

助
制
度
が
あ
っ
た
。
企
業
誘
致
は

競
争
で
あ
り
、
牛
久
市
は
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
さ
え
立
て
て
い
な

か
っ
た
。
今
後
誘
致
を
加
速
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
他
市
町
村
の

動
向
、
内
容
や
条
件
等
を
整
理
し
、

早
急
に
市
独
自
の
制
度
設
計
を
行

う
よ
う
指
示
し
た
。
他
市
町
村
と

比
較
し
て
も
負
け
な
い
制
度
を
構

築
し
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇
令
和
４
年
度
決
算　
他

質
問
　

豪
雨
災
害
の
対
応
と
農
作

物
の
状
況
確
認
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
自
然
災

害
発
生
時
に
は
県
の
農
業
機
関
と

連
携
し
、
市
内
全
域
の
被
害
を
現

地
調
査
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
市

独
自
で
は
Ｊ
Ａ
水
郷
つ
く
ば
や
市

内
認
定
農
業
者
へ
の
聞
き
取
り
、

若
手
農
業
者
か
ら
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
報
告
を
受
け
る
。
被
災
後
も

農
業
政
策
課
全
員
で
２
週
間
に
渡

り
巡
回
を
実
施
し
、
生
育
状
況
や

回
復
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

質
問
　

収
穫
ま
で
に
時
間
を
要
す

る
作
物
の
確
認
方
法
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
種
類
に

よ
っ
て
は
長
期
的
な
見
守
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
技
術
的
な
対
応
が

必
要
な
作
物
が
あ
り
、
定
期
巡
回

の
他
、
稲
敷
地
域
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
、
助
言
等

を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　

被
災
農
業
者
か
ら
の
窓
口

対
応
は
ど
う
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
直
接
農
業
政
策
課

の
窓
口
で
も
受
付
け
て
い
る
が
、

実
際
に
窓
口
で
の
相
談
は
少
な
く
、

市
内
全
農
業
者
の
状
況
把
握
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
私
自
身

も
６
月
の
災
害
後
す
ぐ
に
現
地
調

査
と
直
接
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た

が
、
生
産
者
や
地
主
の
方
は
窓
口

を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
周
知
に
は

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
今

後
、
気
軽
に
相
談
い
た
だ
け
る
窓

口
業
務
を
心
掛
け
、
来
年
１
月
１

日
に
発
行
さ
れ
る
「
農
業
委
員
会

だ
よ
り
」
を
活
用
し
、
相
談
窓
口

の
特
集
を
市
内
全
農
業
者
に
周
知

し
、
情
報
収
集
と
情
報
発
信
に
努

め
て
行
く
。

看板による注意喚起

空き床解消できないエスカー
ド牛久ビルの３階

（
災
害
後
）

（
災
害
前
）
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

磯山 和男 議員

出澤  大 議員

増える自然災害への防災姿勢は

財政調整基金が見込みより増加した理由は

答弁）行政区長で構成する防災会の活動を強化する

答弁）不用額等の基金への繰り戻し、市税や地方交付税などの
増額による

質
問
　

増
え
る
災
害
に
対
し
、
牛

久
市
防
災
会
の
担
う
役
割
は
。

答
弁
　
（
市
民
部
長
）「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
こ
と
か
ら
も
自
主
防
災
組
織

の
役
割
は
大
き
い
。
自
主
防
災
組

織
や
行
政
区
の
連
合
組
織
で
あ
る

牛
久
市
防
災
会
の
活
動
を
強
化
、

活
発
に
し
て
い
く
。

質
問
　

牛
久
市
防
災
会
の
内
部
組

織
と
し
て
の
牛
久
市
防
災
支
部
会

の
役
割
は
。

答
弁
　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
発

表
会
に
参
加
し
て
も
ら
う
な
ど
、

防
災
会
と
連
動
し
た
活
動
で
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
も
ら

う
。
ま
た
、
部
会
か
ら
の
提
案
も

受
け
入
れ
て
勉
強
会
な
ど
の
企
画

も
考
え
る
。

質
問
　

災
害
時
に
援
護
を
必
要
と

す
る
者
の
情
報
の
把
握
は
。

答
弁
　

要
援
護
者
台
帳
と
は
別
に

作
成
し
た
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
が
あ
り
、
市
役
所
窓
口
で
渡
す

こ
と
が
基
本
だ
が
、
災
害
時
を
考

慮
す
る
と
事
前
提
供
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
。

奥
野
地
区
の
現
状
と
今
後

質
問
　

奥
野
地
区
は
牛
久
市
全
体

の
約
半
分
程
の
面
積
を
占
め
て
い

る
が
、
人
口
は
５
０
０
０
人
に
も

満
た
ず
、
病
院
や
商
業
施
設
も
な

く
、
更
に
交
通
の
便
も
悪
く
、
数

多
く
の
住
民
が
奥
野
で
の
今
後
の

生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
奥

野
地
区
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
日
常
生
活
に
地
域

格
差
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
望
ま
し

く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

奥
野
地
区
の
自
然
環
境
を
保
全
す

る
と
同
時
に
、
地
域
の
皆
様
の
意

見
も
伺
い
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
検

討
す
る
。

質
問
　

財
政
調
整
基
金
（
市
の
貯

金
）
は
令
和
４
年
度
末
見
込
み
金

額
と
決
算
金
額
を
比
べ
る
と
13
億

円
ほ
ど
多
く
積
み
増
し
て
い
る
が

そ
の
背
景
を
伺
う
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
21
億 

５
７
３
５
万
３
千
円
の
実
質
収
支
額

（
黒
字
）
が
生
じ
た
こ
と
や
予
算
の

不
用
額
（
使
用
す
る
必
要
が
な
く

な
っ
た
額
）
が
生
じ
た
こ
と
、
ま
た

市
税
、
地
方
交
付
税
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
13
億
円
の
差
が
生
じ
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

　
　
　
　
活
用
と
改
善

質
問
　

市
長
の
基
本
政
策
で
ふ
る

さ
と
納
税
の
活
用
も
あ
げ
て
い
る
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
寄
付
し
た
人
が

翌
年
度
に
居
住
地
に
納
め
る
住
民

税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

　
自
治
体
に
と
っ
て
は
そ
の
分
は

減
収
と
な
る
。
牛
久
市
の
現
状
、

本
来
は
本
市
に
入
る
べ
き
税
収
が

ど
れ
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
か
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
長
）
令
和
３
年

度
ま
で
は
い
わ
ゆ
る
赤
字
の
状
態

が
続
い
て
い
た
が
、
令
和
４
年
度

は
初
め
て
黒
字
に
転
じ
た
。
今
年

度
は
更
な
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ

の
拡
充
と
同
時
に
、
効
果
的
に
Ｐ

Ｒ
広
告
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
当

市
の
特
産
品
を
全
国
に
広
め
、
寄

附
の
増
加
を
目
指
し
て
い
く
。

学
校
教
室
の
高
温
対
策
は

質
問
　

写
真
の
と
お
り
エ
ア
コ
ン

稼
働
時
で
も
、
高
温
と
な
っ
て
い

る
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
に
も
暑
い
の

か
伺
う
。

答
弁
　
（
教
育
部
長
）
主
に
異
常
気

象
と
学
校
設
備
の
無
断
熱
が
要
因

で
あ
る
。
牛
久
市
学
校
施
設
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
し
、
建
物
の
改

修
工
事
を
実
施
し
て
い
く
。
そ
の

中
に
断
熱
対
策
に
つ
い
て
も
含
ま

れ
て
い
る
。

さいたま市立芝川小
学校で行われた実証
実験。上下ともエアコ
ン稼働時。上は断熱対
策前で、下は対策後。
エアコンの送風口の
あ た り で 20 度 以 下。
教室全体で、色の薄い
部分は 22 度から 30
度以下、色の濃い部分
は 30 度から 38 度く
らいまでを表示。

初めて牛久駅で行われた帰宅困難者避難訓
練の様子



問 

同
事
業
関
連
予
算
で
、今
後
の
予
定
は
？ 

答 

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
物
損
保
証
経
費
は
引
き

続
き
計
上
。
ま
た
５
年
間
の
債
務
負
担

行
為
を
設
定
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

費
用
も
毎
年
定
額
を
要
す
る
が
、
こ
の

期
間
中
で
他
に
大
き
な
予
算
計
上
は
な

い
。

教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
係
る
意
見
書

（
意
見
）
中
学
校
で
の
35
人
学
級
を
早
急
に

実
施
、
加
配
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配

置
増
な
ど
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す

る
こ
と
を
国
会
、
政
府
に
要
望
す
る
。

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、

牛
久
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正

問 

牛
久
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
内
容
、
及
び
こ

れ
に
該
当
す
る
市
内
事
業
所
数
は
。

答 

施
設
の
運
営
等
に
係
る
費
用
の
補
助
を

受
け
る
た
め
に
市
町
村
か
ら
確
認
が
行

わ
れ
た
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼

稚
園
で
あ
り
、
市
内
に
は
公
立
保
育
園

が
３
園
、
民
間
保
育
園
が
11
園
、
認
定

こ
ど
も
園
が
３
園
、
公
立
幼
稚
園
が
２

園
あ
る
。
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
つ

い
て
は
、
小
規
模
保
育
事
業
、
家
庭
的

保
育
事
業
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
、

事
業
所
内
保
育
事
業
な
ど
が
あ
り
、
市

内
に
は
小

規
模
保
育

事
業
が
３

園
あ
る
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

中
型
の
公
用
バ
ス
購
入
費
用

約
１
６
４
０
万
円

問 

買
い
替
え
と
聞
い
て
い
る
が
、
現
在
ど

の
よ
う
な
用
途
に
使
っ
て
い
る
バ
ス
に

な
る
の
か
。

答 

お
く
の
義
務
教
育
学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
５
台
の
う
ち
の
１
台
と
な
る
。
使

用
期
間
が
30
年
を
過
ぎ
た
も
の
で
あ
る
。

同
様
の
バ
ス
が
他
に
も
２
台
あ
る
の
で
、

今
後
公
用
バ
ス
の
あ
り
方
と
し
て
買
い

替
え
、
リ
ー
ス
な
ど
事
業
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
。

問 

バ
ス
を
利
用
す
る
対
象
や
利
用
で
き
る

範
囲
な
ど
の
決
ま
り
は
。

答 

牛
久
市
バ
ス
運
行
規
定
で
定
め
ら
れ
て

お
り
校
外
学
習
や
部
活
動
な
ど
で
も
使

用
で
き
る
。
日
帰
り
、
全
走
行
距
離

４
０
０
Km
以
内
な
ど
と
決
ま
っ
て
い
る
。

（
問
）
購
入
す
る
バ
ス
の
環
境
へ
の
配
慮
と

安
全
装
置
は
。

答 

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
機
能
と
平
成

28
年
排
出
ガ
ス
規
制
に
適
合
。
安
全
装

置
に
つ
い
て
は
衝
突
回
避
支
援
シ
ス
テ

ム
、
バ
ッ
ク
ア
イ
テ
レ
ビ
等
が
装
備
さ

れ
る
。
置
き
去
り
防
止
装
置
も
現
在
導

入
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
様
の
も
の
が

装
備
さ
れ
る
。

教
育
文
化
常
任
委
員
会

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
導
入
し
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
使
用
し
て
い

る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ラ
イ
セ
ン
ス
を

約
６
３
５
６
万
円
で
購
入

問 

購
入
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
期
間
は
？

答 

「
授
業
支
援
」「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
及
び

ウ
イ
ル
ス
対
策
」「
学
習
支
援
」
の
各
ソ

フ
ト
。
児
童
生
徒
及
び
教
職
員
分
で
各

７
３
３
５
ラ
イ
セ
ン
ス
、
一
年
間
有
効
。

令和 5 年 11 月 30 日　　牛久市議会だより　　第 116 号（ 16 ）

おくの義務教育学校に通う子どもたちが使う
バス

令和 2 年 11 月に 1 人１台のタブレット端末を整
備。理科の観察時などの撮影や英語学習、検索サ
イトの使用、パワーポイントを作成してプレゼン
を行うなど、学習の中で効果的に活用している。

常
任
委
員
会
審
査
報
告



予
算
常
任
委
員
会

住
宅
侵
入
、
窃
盗
等
の　

被
害
防
止
の
た
め

防
犯
カ
メ
ラ
５
基
設
置

問 

備
品
購
入
費
５
３
７
万
４
千

円
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
経
緯
は
。

答 

茨
城
県
の
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、
県
警
と
行
政
区
と
連
携

し
た
実
証
実
験
を
実
施
す
る

も
の
。
カ
メ
ラ
の
購
入
費
の

２
分
の
１
は
県
警
か
ら
の
助

成
を
受
け
て
い
る
。
従
来
は

大
通
り
に
設
置
し
て
き
た
が
、

今
回
は
住
宅
侵
入
、
窃
盗
防

止
の
観
点
で
旧
国
道
６
号
沿

い
に
設
置
す
る
。

問 

防
犯
カ
メ
ラ
の
点
検
、
管
理

は
ど
こ
が
担
う
の
か
。

答 

修
理
等
の
対
応
を
含
む
電
気

代
な
ど
は
、
牛
久
市
が
負
担

し
管
理
す
る
。

市
に
寄
附
さ
れ
た
旧
飯
島

家
住
宅
の
調
査
始
ま
る
。

問 

住
宅
の
管
理
、
調
査
内
容
と

公
開
予
定
は
。

答 

管
理
に
つ
い
て
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
委
託
し
、

清
掃
や
建
物
の
管
理
を
実
施
。

有
識
者
に
よ
る
基
礎
調
査
を

行
い
、
母
屋
に
つ
い
て
は
国

の
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録

を
目
指
し
、
国
の
補
助
金
等

を
活
用
し
て
公
開
に
向
け
整

備
し
て
い
く
。

「
稲
敷
・
龍
ケ
崎
地
方
３
組
合
統
合
・
複
合
化
に

関
す
る
特
別
委
員
会
」
で
の

調
査
の
結
果
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
委
員
会
で
は
「
龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合
」「
龍
ケ
崎

地
方
衛
生
組
合
」「
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
の
３

組
合
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
牛
久
市
議
会
と
し
て
の
考
え
方

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
令
和
５
年
10

月
30
日
、
そ
の
検
討
結
果
及
び
提
言
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

調
査
検
討
の
経
過

　
３
組
合
の
う
ち
、
消
防
、
水
防
等
を
所
掌
す
る
「
稲
敷
地
方
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
は
、
他
の
２
組
合
に
比
し
て
統
合
に
向

け
て
は
ク
リ
ア
す
べ
き
点
が
多
々
あ
り
、
し
尿
処
理
や
ご
み
処
理

を
所
掌
す
る
２
組
合
と
は
明
ら
か
に
性
格
が
異
な
る
。

　
ま
た
、
現
在
の
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
当
時
に
奥
原

地
区
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
委
員
会
と
市
と
で
締
結
さ
れ
た

清
掃
工
場
建
設
に
関
す
る
協
定
書
で
は
、
広
域
化
し
な
い
こ
と
が

条
件
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
今
後
の
ご
み
処
理
広
域

化
の
議
論
に
あ
た
っ
て
は
十
分
に
留
意
す
べ
き
も
の
と
の
結
論
に

至
っ
た
。

提　
言

　
稲
敷
・
龍
ケ
崎
地
方
３
組
合
統
合
・
複
合
化
協
議
会
が
、
ご
み

処
理
の
広
域
化
に
特
化
し
た
協
議
を
行
う
広
域
行
政
検
討
協
議
会

へ
と
変
遷
し
た
の
を
受
け
て
、
本
委
員
会
は
、「
龍
ケ
崎
地
方
衛

生
組
合
」「
龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合
」の
２
組
合
に
よ
る
統
合・

複
合
化
が
望
ま
し
く
、「
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」

は
対
象
か
ら
除
く
べ
き
で
あ
る
と
提
言
す
る
。

　
な
お
、
広
域
行
政
検
討
協
議
会
に
お
け
る
今
後
の
議
論
の
推
移

を
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

環
境
建
設
常
任
委
員
会

牛
久
市
土
採
取
事
業
規
制
条
例
の

一
部
を
改
正

（
内
容
）
宅
地
造
成
等
規
制
法
が
、
宅
地
造

成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
に
名
称
変

更
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
牛
久
市
の

条
例
の
本
文
中
に
お
い
て
引
用
条
項
及

び
文
言
の
変
更
を
行
う
も
の
。

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
の

実
施
を
求
め
る
意
見
書

（
内
容
）
内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
が

司
令
塔
と
な
っ
て
、
厚
生
労
働
省
、
国

土
交
通
省
、
各
地
方
公
共
団
体
が
連
携

し
て
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
を
全

国
展
開
す
る
こ
と
を
国
に
対
し
て
求
め

る
も
の
。

※�

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
と
は

　
下
水
中
に
は
人
由
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
下
水
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
（
下
水
中
の
ウ
イ
ル
ス
を
検
査
・

監
視
す
る
こ
と
）
に
よ
り
、
地
域
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
状
況
の
把

握
や
、
特
定
の
施
設
に
お
け
る
感
染
有
無
の

探
知
等
を
行
い
、
効
果
的
・
効
率
的
な
対
策

に
つ
な
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
国
内
外

で
研
究
・
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。（
内
閣

感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
）

（ 17 ）第 116 号　　牛久市議会だより　　令和 5 年 11 月 30 日

写真はひたち野東地区の
大通りの交差点に設置さ
れている防犯カメラ。
今回新たに設置されるも
のも同機種のカメラにな
る予定。

主屋（東より）門（東より）
旧飯島家住宅。牛久町飯島家は江戸時代に長く牛久宿（現在の牛久町）
の問屋となった家で、宿屋の長として中心的な役割を果たした家。
現在の飯島家の門前には「明治天皇牛久行在所」の碑が存在している。



会派構成
市民クラブ 自民党うし

く２１ 公明党 日本共産党 日本維新
の会

うしく未来
プロジェクト 無会派

黒木 のぶ子
須藤 京子　
杉森 弘之　
出澤  大
加藤 政之

諸橋 太一郎
石原 幸雄
髙嶋 基樹

藤田 尚美
鈴木 勝利
伊藤 知子

遠藤 憲子
大森 和夫

伊藤 裕一
水梨 伸晃

塚原 正彦
柳井 哲也

小松崎 伸　
山本 伸子
池辺 己実夫
甲斐 徳之助
磯山 和男

※�牛久市議会では会派制を採用しているため、会派名で記載しています。

賛成全員で可決または認定等された議案等
議案番号 議　　　案　　　等　　　名

【第3回臨時会】

５２号 令和５年度牛久市一般会計補正予算（第３号）

【第3回定例会】

５６号 牛久市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例について

５７号 牛久市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について

５８号 牛久市土採取事業規制条例の一部を改正する条例について

５９号 令和５年度牛久市一般会計補正予算（第４号）

６０号 令和５年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

６１号 令和５年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第１号）

６２号 令和５年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

６３号 令和５年度牛久市下水道事業会計補正予算（第１号）

６４号 物品購入契約の締結について

６５号 物品購入契約の締結について

６６号 令和５年度牛久市一般会計補正予算（第５号）

諮問第２２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

諮問第２３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

意見書案第３号 下水サーベイランス事業の実施を求める意見書の提出について

意見書案第４号 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療
上の評価等を求める意見書の提出について

決議案第３号 使途不明金の徹底的な解明を求める決議について

賛否が分かれた議案等
議
案
番
号

議　案　等　名

市
民
ク
ラ
ブ

自
民
党
う
し
く
２１

公

明

党

日
本
維
新
の
会

日
本
共
産
党

う
し
く
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

無
会
派（
小
松
崎
）

無
会
派（
山
本
）

無
会
派（
池
辺
）

無
会
派（
甲
斐
）

無
会
派（
磯
山
）

議
決
結
果

【第3回臨時会】

３４号 牛久市下水道条例の一部を改
正する条例について

×黒木
〇須藤
〇杉森
〇出澤
〇加藤

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

５３号 工事請負契約の締結について 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 可
決

５４号 工事請負契約の締結について 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 可
決

５５号 工事請負契約の締結について 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 可
決

【第３回定例会】

認定
第１号

令和４年度牛久市各会計歳入
歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認

定

意見
書案
第５号

教職員定数改善及び義務教
育費国庫負担制度堅持に係る
意見書の提出について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 可
決

令
和
５
年
第
３
回
臨
時
会

（
主
な
内
容
）

下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
下
水
道
使
用
料
金
の
値

上
げ
の
条
例
改
正
案
可
決

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

・�

総
合
窓
口
受
付
案
内
業
務
委
託
料
の
計
上

　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
２
４
３
万
３
千
円

・
産
後
ケ
ア
の
対
象
者
等
の
拡
大
に
伴
う
委
託
料

の
増
額　
　
　
　
　
・
・
・
２
９
７
万
６
千
円

お
く
の
義
務
教
育
学
校
施
設
一
体
型
建
設

工
事
（
工
区
１
）
等
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
校
舎
及
び
給
食
室
等
の
増
築
、
既
存
校
舎
の
長

寿
命
化
改
修
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
工
事
請
負

契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

【
建
築
工
事
】
オ
カ
ベ
・
松
浦
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体　
　
　
　
　
　
（
17
億
９
６
３
０
万
円
）

【
電
気
設
備
工
事
】
飯
島
・
木
村
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体　
　
　
　
　
（
３
億
６
３
０
０
万
円
）

【
機
械
設
備
工
事
】
伊
奈
・
塚
原
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体　
　
　
　
　
（
３
億
８
２
８
０
万
円
）

凡例：　○・・・賛成、×・・・反対
諸橋太一郎議長（自民党うしく21）は採決には加わっておりません議案の審議結果

　
一
部
事
務
組
合
・

　
広
域
連
合
議
会
報
告

　

一
部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
に

は
そ
れ
ぞ
れ
議
会
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
牛
久
市
議
会
議
員
も
そ
れ

ら
の
団
体
の
議
員
と
し
て
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
議
会
の
詳
細
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

県
南
水
道
企
業
団

龍
ケ
崎
市
地
方
衛
生
組
合

牛
久
市
・
阿
見
町
斎
場
事
務
組
合

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
か
、
ま
た
は
牛

久
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。

　
　
　
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
の

　
　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
分
の
増
額

一
般
会
計
補
正
予
算

　
12
月
発
売
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券
３
億
円
分
に
つ

い
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
を
10
％
か
ら
20
％
に
す
る
こ
と
に

伴
う
補
助
金
の
増
額

補
正
額
３
１
０
０
万
円
（
補
正
後
の
予
算
額
７
８
１
０
万

円
）

質
疑
よ
り

問 

販
売
方
法
の
変
更
点
は
。

答 �

市
民
限
定
で
一
世
帯
あ
た
り
10
万
円
を
上
限
と
し
、
ハ

ガ
キ
で
の
申
し
込
み
と
な
る
。
申
し
込
み
が
３
億
円
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
る
。

問 �

多
く
の
市
民
が
買
え
る
よ
う
に
限
度
額
の
引
き
下
げ
を

検
討
し
て
は
。

答 �

今
回
の
販
売
デ
ー
タ
を
参
考
に
、
次
回
以
降
の
販
売
に

つ
い
て
方
法
や
限
度
額
な
ど
を
見
直
し
て
い
く
予
定
。

　　　　　

常
任
委
員
会

本
　会
　議

おしえて！議会定例会って？
　　　どういう流れになっているの？
おしえて！議会定例会って？
　　　どういう流れになっているの？

特集

　市議会には、年４回開かれ定例会（３月、６月、９月、
１２月）と、必要に応じて開かれる臨時会があります。
ここでは、定例会の流れについて説明します。

開　　会　
議案について提案者（市長）の説明があります。
議案には、条例、予算、契約の締結、財産の取得または
処分、人事案件、意見書、決議などがあります。
議案は委員会付託により本会議から常任委員会へ移ります。

一般質問
議員は市の仕事全般に
関する様々なテーマに
ついて質問を行い、市
の見解などを求めるこ
とができます。
議員の質問時間と執行
部の答弁時間は、それ
ぞれ45分以内となっ
ています。

常任委員会で議案の審査を行います。
議員は下記４つのいずれかの常任委員会に所属します。
（兼務している議員もいます。）
総務企画常任委員会
教育文化常任委員会
保健福祉常任委員会
環境建設常任委員会
提案者の説明　市執行部が議案の内容を説明します。
質疑応答　市執行部に対し、議案の内容について質疑を

行います。
討　　論　議案に対し賛成か反対か自分の意見を述べます。
採　　決　委員会として議案の賛否を決定します
委員会報告書の提出により本会議に移ります。

閉　　会
委員長報告　委員会の審査結果を委員長が報告します。
質　疑　答　弁　委員長報告に対する質疑を行います。
討　　　論　議案に対し賛成か反対か自分の意見を述べます。
採　　　決　議案の賛否は出席議員の過半数で決定します。 採決はタブレット端末で行います

常任委員会での審査の内容を報告します

常任委員会ではより専門的に詳細に審査を行います一般質問の様子

議長が全体の進行をします
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議案には、条例、予算、契約の締結、財産の取得または
処分、人事案件、意見書、決議などがあります。
議案は委員会付託により本会議から常任委員会へ移ります。

一般質問
議員は市の仕事全般に
関する様々なテーマに
ついて質問を行い、市
の見解などを求めるこ
とができます。
議員の質問時間と執行
部の答弁時間は、それ
ぞれ45分以内となっ
ています。

常任委員会で議案の審査を行います。
議員は下記４つのいずれかの常任委員会に所属します。
（兼務している議員もいます。）
総務企画常任委員会
教育文化常任委員会
保健福祉常任委員会
環境建設常任委員会
提案者の説明　市執行部が議案の内容を説明します。
質疑応答　市執行部に対し、議案の内容について質疑を

行います。
討　　論　議案に対し賛成か反対か自分の意見を述べます。
採　　決　委員会として議案の賛否を決定します
委員会報告書の提出により本会議に移ります。

閉　　会
委員長報告　委員会の審査結果を委員長が報告します。
質　疑　答　弁　委員長報告に対する質疑を行います。
討　　　論　議案に対し賛成か反対か自分の意見を述べます。
採　　　決　議案の賛否は出席議員の過半数で決定します。 採決はタブレット端末で行います

常任委員会での審査の内容を報告します

常任委員会ではより専門的に詳細に審査を行います一般質問の様子

議長が全体の進行をします
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長
く
厳
し
か
っ
た
暑
さ
も
９
月
で
よ

う
や
く
落
ち
着
き
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の

香
り
が
漂
う
中
、
こ
の
記
事
を
書
い
て

い
ま
す
。
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
開
花
は
例

年
よ
り
一
週
間
ほ
ど
遅
く
、
秋
の
実
り

（
果
実
等
）
に
も
影
響
が
出
て
い
る
よ
う

で
す
。
今
、
気
候
変
動
の
問
題
も
真
剣

に
考
え
る
と
き
に
来
て
い
ま
す
ね
。

　
牛
久
市
で
は
、
秋
の
訪
れ
と
共
に
新

し
い
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
沼
田
和
利
氏
が

市
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、「
議
会
だ
よ
り
」
で
す
が
、
そ

の
内
容
が
面
白
い
も
の
で
も
な
く
、
か

つ
多
少
分
か
り
づ
ら
く
も
あ
り
、
あ
ま

り
目
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
か
と
思

い
ま
す
。
堅
苦
し
く
な
く
、
読
み
や
す

く
分
か
り
や
す
く
と
今
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
作
成
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

私
た
ち
か
ら
も
市
民
の
皆
様
に
近
づ
い

て
い
か
な
け
れ
ば
と
、
今
回
の
「
ま
ち

か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で
は
市
役
所
を
飛

び
出
し
、
秋
の
市
民
文
化
祭
に
向
け
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
て
い
る
方
々
へ
楽
し
く

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
私
た
ち
議
員

が
日
頃
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
大
切
な
も
の
で
す
。
前
号
の
編
集
後

記
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
時
に
は

皆
様
に
と
っ
て
大
切
な
お
宝
に
な
る
情
報

も
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
　
　（
磯
山
）

広
報
常
任
委
員
会

委
　
員
　
長
　
山
本
　
伸
子

副
委
員
長
　
水
梨
　
伸
晃

委
　
　
員
　
磯
山
　
和
男

　
　
　
　
　
大
森
　
和
夫

　
　
　
　
　
伊
藤
　
知
子

　
　
　
　
　
出
澤
　
　
大

　
　
　
　
　
髙
嶋
　
基
樹

編
　集
　後
　記

「市民文化祭」本番に向けて、がんばっています！
―外壁、屋上の改修工事を終えた中央生涯学習センターにて

読みやすい議会だよりを目指して

広報常任委員会
議会だより研修

　もっと皆さまに「伝わる」議会だよりを

作成したいという思いから編集のための研

修を受講し、文章の書き方や校正の方法の

基礎から、写真やキャプションの効果的な

入れ方、魅力的な表紙や読みやすいレイア

ウトなどについて学びました。

　議会だよりは、この４月にサイズ変更を行い、表

紙や紙面のレイアウトなど毎回試行錯誤しながら発

行しています。

真剣に課題に取り組みます

議会TOPICS

表紙のアイデアがたくさんありました 研修時の集合写真（前列中は講師）

（株式会社会議録センター）

牛久コール若葉

改修後の外壁タイルについて担当
課より説明を受ける決算特別委員

ゴスペル同好会ＶＯＵＫ リハーサルの様子を見学

　令和３、４年度の２か年をかけ行われた改修工事は、総額３億７,４６３万円。

　外壁タイルが剥がれないようにアンカーボルトで固定してウレタン樹脂でコー

ティングし、屋上にはシームレスで水密性の高い防水層を施しました。ちょっと

見ただけではわかりにくいかもしれませんが、長寿命化に向けた改修工事の第１

歩です。

　１０月２２日の市民文化祭に向けて、リハーサルを行っていた２つの合唱の団

体にお話を伺ってきました。

牛久コール若葉
—市民文化祭に参加する感想をお

聞かせください。

　このような発表の場があること
は励みになります。明日の本番は
黒いロングスカートで登壇します
が、そういったことができるのも
ステージ発表の楽しみです。

ゴスペル同好会ＶＯＵＫ
—市民文化祭は皆さんにとって

どんな存在ですか？

　うしくかっぱ祭りのステージ
と市民文化祭が私たちの目標と
なっています。かっぱ祭りで夏
を感じ、文化祭で冬が来るのを
感じます。

取材を終えて
　皆さんの笑顔と歌声で、とても楽し

い時間を過ごすことができました。美

しいハーモニー、心動かされるリズム

に自然と体が動いていました。

　取材では、貴重なご意見をいただく

ことができました。お忙しい中ご協力

いただきありがとうございました！

令和 5 年 11 月 30 日　　牛久市議会だより　　第 116 号（ 20 ）


